
　
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
始
動
し
た
。

政
治
的
素
人
だ
っ
た
第
１
期
政
権
始
動
時

（
２
０
１
７
年
）
と
異
な
り
、
第
２
期
政

権
は
就
任
と
同
時
に
エ
ン
ジ
ン
全
開
で
、

矢
継
ぎ
早
に
大
統
領
令
を
発
し
、
バ
イ
デ

ン
政
権
の
重
要
施
策
を
次
々
と
覆
す
と
と

も
に
、
第
１
期
政
権
に
面
従
腹
背
だ
っ
た

官
僚
機
構
に
も
大
な
た
を
振
る
い
、
大
車

輪
で
国
内
政
治
を
ト
ラ
ン
プ
色
で
染
め
上

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。ト
ラ
ン
プ
の
再
起・

復
権
に
対
す
る
本
気
度
を
如
実
に
反
映
し

て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
内
外
の
受
け
止
め
方
も
、
８

年
前
と
今
回
と
で
は
質
的
に
異
な
る
。
８

年
前
は
「
お
手
並
み
拝
見
」「
ハ
プ
ニ
ン

グ
的
・
一
時
的
現
象
」
な
ど
の
距
離
を
置

い
た
受
け
止
め
方
が
内
外
と
も
に
支
配
的

だ
っ
た
。
し
か
し
、
バ
イ
デ
ン
民
主
党
政

権
の
無
為
無
策
の
反
動
も
手
伝
っ
て
、
ト

ラ
ン
プ
は
今
や
ア
メ
リ
カ
政
治
の
主
潮
を

代
表
す
る
存
在
で
あ
り
、「
ア
メ
リ
カ
・

フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲
げ
る
脱
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
外
交
に
、
同
盟
・
友
好
諸
国
は
戦
々

兢
々
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
イ
ラ
ン
、
朝
鮮

な
ど
は
硬
軟
両
様
で
柔
軟
に
対
応
す
る
慎

重
な
構
え
を
示
し
て
い
る
。

　
第
２
期
ト
ラ
ン
プ
外
交
は
、
当
面
の
急

務
と
し
て
、
中
東
事
態
の
沈
静
化
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
の
収
拾
、
中
長
期
的
・
本
質

的
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
米
中
関

係
を
基
軸
と
す
る
国
際
関
係
及
び
ア
ジ
ア

太
平
洋
政
治
経
済
地
図
の
構
築
、
と
い
う

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
中

東
穏
健
諸
国
と
の
国
交
樹
立
（
ア
ブ
ラ
ハ

ム
合
意
）
を
基
軸
と
す
る
第
１
期
以
来
の

中
東
戦
略
を
推
進
す
る
構
え
だ
。
し
か

し
、
２
０
２
３
年
１０
月
に
勃
発
し
た
ハ
マ

ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
の
後
遺
症
（
ハ
マ

ス
は
軍
事
的
に
敗
北
し
た
が
、
パ
レ
ス
チ

ナ
国
家
建
国
に
対
す
る
ア
ラ
ブ
民
心
獲
得

と
い
う
政
治
的
勝
利
を
収
め
た
）に
よ
り
、

ト
ラ
ン
プ
戦
略
の
前
途
は
楽
観
を
許
さ
な

い
。

　
強
権
政
治
の
ト
ラ
ン
プ
は
、プ
ー
チ
ン・

ロ
シ
ア
と
の
親
和
性
が
高
い
上
に
、
米
ロ

核
戦
争
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
対
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
事
支
援
に
も
批
判
的
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
の
孤
立
（
最
終
的
に
は
１
９
９
１

年
に
次
ぐ
国
家
的
空
中
分
解
）
に
照
準
を

定
め
る
欧
州
諸
国
と
の
足
並
み
の
乱
れ
が

予
見
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
は
、
問
題

の
政
治
的
解
決
に
名
乗
り
を
上
げ
た
中
国

の
仲
介
努
力
を
促
し
て
も
い
る
（
１
月
１７

日
の
ト
ラ
ン
プ
・
習
近
平
電
話
会
談
）。

　
米
中
関
係
に
関
し
て
は
、
対
中
国
最
強

硬
派
の
ル
ビ
オ
国
務
長
官
の
登
場
で
前
途

を
危
ぶ
む
見
方
が
強
い
。
し
か
し
、
ト
ラ

ン
プ
自
身
は
確
信
犯
的
思
考
か
ら
は
無
縁

だ
。
習
近
平
・
中
国
は
ア
メ
リ
カ
と
覇
を

競
う
意
図
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
米
中
間
で
当

面
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
中
国
製
ア
プ
リ

Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
問
題
で
解
決
の
道
筋
が
付

け
ら
れ
る
か
否
か
は
、
今
後
４
年
間
の
米

中
関
係
ひ
い
て
は
国
際
関
係
及
び
ア
ジ
ア

太
平
洋
政
治
経
済
地
図
の
構
築
と
い
う
課

題
の
前
途
を
占
う
上
で
重
要
な
視
座
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
石
破
政
権
・
自
民
党
、
す
べ
て
の
野
党

を
含
む
日
本
政
治
全
体
は
、
ソ
連
崩
壊
後

の
ア
メ
リ
カ
世
界
一
極
支
配
体
制
及
び
そ

の
も
と
で
の
対
米
追
随
政
治
を
所
与
の
前

提
と
す
る
思
考
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
で
い
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
ウ
ス
の
台
頭
及
び
そ
の
国
際
的
影

響
力
・
比
重
の
増
大
（
中
ロ
両
国
は
自
ら

を
そ
の
一
翼
と
位
置
づ
け
る
）
は
、
国
際

関
係
の
多
極
化
・
民
主
化
へ
の
流
れ
を
不

可
逆
と
し
つ
つ
あ
る
。

　
平
和
憲
法
の
精
神
に
立
ち
戻
っ
て
国
際

関
係
の
多
極
化
・
民
主
化
へ
の
流
れ
の
一

翼
を
担
う
の
か
。
そ
れ
と
も
日
米
軍
事
同

盟・「
西
側
の
一
員
」に
し
が
み
つ
い
て「
歴

史
の
屑
箱
」
に
放
り
込
ま
れ
る
運
命
を
甘

受
す
る
の
か
。
日
本
は
今
、
歴
史
上
最
大

の
岐
路
に
直
面
し
て
い
る
。

あ
さ
い 

も
と
ふ
み
／
元
外
交
官
　
政
治
学
者
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